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本 書 に つい て 


本 書 は 、2019 年 6 月 21 日 に 初版 を 公表 し て いる が 、 令 和 元 事務 年 度 に 続き 、 令 和 2 事 
務 年 度 (2020 年 7 月 1 日 2021 年 6 月 30 日) に お いて 、 金 融 機関 や 有識者 と の 対話 等 を 
通じ て 得 ら れ た 金融 機関 の 参考 に な る と 考え られ る 事例 を アッ プ デ ー ト し て 公表 する も の 
で ある 。 な お 、 令 和 2 事務 年 度 に 追加 し た 箇所 は 、 事 例 の 後ろ に 「( 令 和 2 事 務 年 度 追 
加 )」( 青 字 ) を 記載 し 、 既 に 取組 み が 広がっ て いる と 考え られ る 事例 に つい て は 、「( 令 和 
2 事務 年 度 削除 ) 」( 赤 字 ) を 記載 し て 見 え 消 し に し た 。 

加え て 、「IT ガバ ナン ス に 関す る 対話 の た め の 論 点 ・ プ ラク ティ ス の 整理 」(2019 年 6 
月 21 日 公表 ) の 考え 方 で 着眼 点 の 理解 を 促す た め に 、 ベ スト プラ クティ ス の 探求 に 向け 
て 参考 に な る と 考え られ る 視点 を 追加 する と と も に 、 本 書名 に 「 参 考 手引 」 を 追記 し た 。 


は じ め に 


平成 29 事務 年 度 に お いて 、 金 融 機関 と 対話 し て いく べき IT ガバ ナン ス の 概念 を 整理 す 
べく 、 主 な 業態 (主要 行 等 、 地域 銀行 、 大 手 生 損保 ) の いく つか の 人 金融 機関 と の 対話 や 有 識 
者 に 対す る ヒア リン グ を 重ね た 結果 、IT ガバ ナン ス の 概念 図 (図表 1) を 整理 し た 。 こ う 
し た 概念 整理 の 下 で 、 金融 機関 と の 対話 に 向け た 論点 (図表 2) を 整理 し な が ら 、 有識者 や 
金融 機関 と の 議論 を 重ね た 。 


金融 機関 が IT ガバ ナン ス を 発揮 し て いく 上 で 、「IT ガバ ナン ス に 関す る 対話 の た め の 論 
点 ・ プ ラク ティ ス の 整理 」 の 考え 方 や 着眼 点 に 沿っ た 事例 が 参考 に な る と 考え 、 主 な 事例 
を 公表 する こと と し た 。 


図表 1 「IT ガバ ナン ス の 概念 イメ ー ジ 」 
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図表 2 「IT ガバ ナン ス に 関す る 考え 方 や 着眼 点 」 


金 企業 価値 を 創出 する IT ガバ ナン ス 
IT 管 理 ) 」 だ け で な く 、 IT と 経営 戦略 ・ 事 業 戦 略 を 連携 させ 、 企 業 価値 の 











② 経営 戦略 と 連携 し た 2 ビジ ネス モデ ル を 変革 する 
絆 略 と 連携 され て いる か 。 ま た 、 2? ルト ラン スプ ブ ォ ー メ ーション を どの デジ タル トラ ンス 
ボー バー ジン ヨコ ミン 








・ デジ タル トラ ンス ブ ォ ー メ ー 
ショ ン へ の 取組 み に つ いて 、 社 
eK ち 
検証 し て 

・ トラ イ あ る エ eo 
多様 な 人 材 戦略 、R&D 等 を どの よ 
うに 考え て い る か 。 

・ A サー ビス の 創出 な どの 

イノ ベー ショ ン の ほか 、 コ スト 
削減 ・ 生 産 性 向上 な どの 業務 改 
革 に 取り 組ん で いる か 。 


実効 的 な 「IT マ ネジ メン ト (管理 ) 」 従来 か ら の 
11 ガ パナ ンス を 支え る た め に 必要 な IT マネ ジメント が 構築 され て いる か 。 モー タリ ング 領域 



































(留意 事項 ) 


本 事例 は 、 平成 29 事務 年 度 よ り 主 な 業態 の いく つか の 金融 機関 と の 対話 を 行い 、 そ の 中 
で 把握 し た 実態 を も と に 、 前 述 の IT ガバ ナン ス に 関す る 6 つの 考え 方 や 着眼 点 ご と に 先行 
し て いる 取り 組み と 考え られ る 事例 (先行 事例 ) や 金融 機関 が 課題 と 認識 し て いた 事例 還 
題 事 例 ) を 整理 し た も の で ある 。 し た が っ て 、 先 行事 例 及 び 課 題 事 例 に 取組 むこ と で 、 
ガバ ナン ス が 適切 に 機能 する こと を 担保 する も の で は な いこ と に 留意 する 必要 が ある 。 


この た め 、 本 事例 は 、 各 金 融 機 関 等 に お いて 、 自 己 責任 原則 の 下 、 創意 ・ 工 夫 を 十分 に 生 
か し 、 そ れ ぞ れ の 規模 ・ 特 性 等 に 応じ た IT ガバ ナン ス を 発揮 する 際 の 、 あ くま で 参考 と す 
る こと を 想定 し て いる も の で ある 。 し た が っ て 、 個 々 の 事例 を 形式 的 に 適用 し た り 、 チ ェ 
ッ ク リ スト と し て 用 いた りす る こと は 望ま し く な い 。 


今後 、 金 融 機関 と の 対話 の 中 で 得 ら れ た 有益 な 先行 事例 や 課題 事例 に つい て は 、 公 表 可 
能 な 範囲 で 本 書 に 反映 し て いく 。 


【 事 例 集 】 
① 経営 陣 ' に よる リー ダー シッ プ 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 


く 考 え 方 > 
IT ガバ ナン ス の 構築 に あたり 、 経 営 陣 が リー ダー シッ プ を 発揮 し 、 主 体 的 に 取り 
組ん で いる か 。 


く 着眼 点 > 
@ 経営 陣 に よる IT シス テム 案件 へ の 適切 な 関与 
@ 経営 陣 に よる 経営 戦略 実現 の た め の IT 利 活用 の 議論 ・ 指 示 等 


| 【 ベ スト プラ クティ ス に 向け た 視点 】 


く 参 考 視点 > 
@ 経営 陣 は 、 経 営 判 断 を 行う 上 で 必要 な リテラ シー を 明確 に し て いる 。 
@ 経営 陣 は 、 必 要 な リテラ シー を 向上 させ る た め の 機 会 を 定期 的 に 設け て いる 。 
@ 経営 陣 は 、IT・ デ ジタル に 係る 意思 決定 に お いて 、 積極 的 な 議論 ・ 指 示 を 行っ て 
いる 。 
@ 経営 陣 は 、IT・ デ ジタル 技術 の 活用 に より 、 新た な 形 で 顧客 課題 の 解決 を 図る サ 
ービス を 提供 する よう な 議論 を 日 頃 か ら 行っ て いる 。 





























し 「 経 営 陣 」 と は 、 経営 者 の ほか 、 IT シス テム 部 門 を 含む 内 部 管理 部 門 及 び 事 業 部 門 の 責任 者 を 含む 。 職掌 に 応じ 
て 求め られ る 知識 ・ 経 験 は 異な りう る 一 方 、 今 日 の 金融 機関 に お いて 、1IT シス テム を 一 切 用 いな い 業 務 は 存在 し 
な いと 考え られ 、 本 稿 で は 、 特 定 の 部 門 に 限ら ちら ず 、「 経 営 陣 」 と し て いる 。 
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【 参 考 事例 】 


く 先 行事 例 > 
@ IT を どの よう に 活用 する か に つい て 経営 陣 が ブレ イン スト ー ミ ング を 行っ て い 
る ほか 、 会議 体 に お いて も 議論 ・ 指 示 
e 経営 陣 が 定期 的 に 最新 IT 動向 等 の レク チャ ー を 受け て リテラ シー 向上 
@ 経営 者 の リー ダー シッ プ に より 、IT を 使っ た 業務 改革 が 短期 間 で 実現 
@ 業務 改革 を 実施 する に あたり 、 経 営 陣 が 積極 的 な チャ レン ジ と 多く の 失敗 を 経 
験 する こと を 推奨 


を 中 









組み な ど を 講演 等 で 外部 に 発信 








( 令 和 2 事務 年 度 削除) 
e 所 管 部 か ら の 機器 更改 案件 に 対し て 、 経 営 陣 が 業務 フロ ーー 改革 を 含め た 抜本 的 
な 検討 を 指示 


く 課 題 事例 > 
@ 経営 陣 の 参加 する 会 議 体 に お ける 経営 陣 の 発言 が 既存 シス テム の あり 方 等 に 限 
られ 、 デ ジタル 化 が も た ら す ビジ ネス モデ ル の 変革 に 関わ る よう な 議論 は あま 
り 行 われ て いな い 
e 経営 陣 が デジ タル 化 推進 責任 者 に 戦略 か ら 投 資 判 断 ま で を 一 任 し て いる 


② 経営 戦略 と 連携 し た 「IT 戦略 」 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 


く 考 え 方 > 
IT 戦略 が 、 経 営 戦略 ・ 事 業 戦略 と 連携 され て いる か 。 ま た 、 デ ジタル トラ ンス フ 
オー メー ショ ン を どの よう に 捉え て いる か 。 


く 着眼 点 > 
e 経営 戦略 の 策定 と IT 戦略 の 連携 ( 外 製 化 ・ 内 製 化 の あり 方 含む) 
e デジ タル 化 を 踏ま えた ビジ ネス ・ 業 務 の 将来 像 に 関す る 検討 等 


【 ベ スト プラ クティ ス に 向け た 視点 】 


く 参 考 視 点 > 
@ 経営 戦略 を も と に 、 関 係 部 門 が 議論 を 重ね 、 適 切な 意思 決定 機関 を 経て 、IT 戦 
略 を 策定 し て いる 。 


@ IT 戦略 の 策定 後 、 目 標 の 達成 状況 を 可視 化す る KPI 等 を 用 いて 継続 的 に 取組 状 
泥 を 年 三 リン ダ ゲ し て い 人 る 。 

@ デジ タル 化 を 踏ま えた ビジ ネス 及び シス テム の 将来 像 を 描い て いる 。 また 、 そ の 
実現 に 向け た 、 最 新 技術 等 の 調査 ・ 研 究 を 実施 し て いる 。 

@ IT 戦略 を 実現 し て いく 上 で 最適 な IT シス テム (共同 セン ター を 含む ) の あり 方 
に つい て 、 所 与 の も と する こと な く 検 討 を 行っ て いる 。 また 、 明らか に な っ た 課 
題 は 解決 に 向け た 不断 の 取組 み を 行っ て いる 。 


【 参 考 事例 】 


< 先行 事例 > 


将来 の 業務 の 姿 を 想定 し た 上 で 、 そ れ を 実現 する た め の デ ジタル 化 の あり 方 を 
検討 し て いる ほか 、 非 連続 的 な イノ ベー ショ ン へ の 対応 (R&D 等 ) も 推進 


@ 業務 と IT を 融合 させ た 事務 の 抜本 的 な デジ タル 化 等 を 推進 


金融 機関 の プラ ッ ト フ ォ ー マ ー に な る べく 、 将来 的 に デー タ の 収集 ・ 蓄 積 ・ 活 用 
等 で 付加 価値 を 創出 する こと を 目標 に 年 間 数 十 件 の 実証 実験 (PoC*) 等 を 推進 
IT 戦略 に 係る ロー ド マ ッ プ を 基 に ビジ ネス 部 門 と シス テム 部 門 が 最新 技術 等 の 
活用 に つい て 継続 的 に 議論 し 、 ビ ジネス ・1IT 戦略 に 整合 的 に 反映 

社内 の IT シス テム 全体 像 等 を 示し た 「 白 書 」 を 発刊 、 年 次 更新 し 、 関 係 者 間 の 
情報 共有 を 図る こと で 、IT 戦略 策定 に 寄与 


く 課題 事 例 > 


個別 の シス テム 案件 や 共同 セン ター の 取り 組み が 中 心 で 、 目 指す 将来 像 や 経営 
戦略 と の 関わ り が 希薄 に な っ て いる 

経営 陣 の 指示 に より フィ ン テ ッ ク に 関す る 対応 部 署 や ワー キン ググ ルー プ を 組 
成 し た も の の 、 外 部 動向 の 調査 が 中 心 で あり 、 実効 的 な 活動 が 停滞 し て いる 
デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション へ の 取組 み を 世の中 に 了 アビ ピー ル し で いる も 








の の -、 内 部 で の 会 議 が 回 開催 され 友 の み と な っ で いる ( 令 和 2 事務 年 度 削除 
シス テム 共同 化 等 に よる シス テム 部 門 の 縮小 に 伴い 、 戦略 的 な IT 投資 案件 を 迅 
速 に 実現 で き な い な ど 、IT 戦略 の 選択 肢 に 大 きく 制約 を 受け て いる 

多く の PoC を 進め な が ら も 現行 シス テム の 整備 計画 対応 に 手間 を 取ら れ 、 実用 
化 が 進ま な い 








2 TR&D」 と は 、Research and development の 略 


3 IPoC」 と は 、Proof of Concept の 略 で あり 、 新 し い 概 念 ・ 理 論 な どの 実 
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③ IT 戦略 を 実現 する 「IT 組織 」 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 


ぐ 考 え 方 > 
シス テム 部 門 や 外部 委託 先 に 任せ きり に せ ず 、IT 戦略 や デジ タル トラ ンス フォ ー 
メー ショ ン を 担う 機能 が 適切 に 配置 され て いる か 。 また 、 例 えば シス テム 部 門 と 営 
業 部 門 な ど 、 役 割 と 責任 が 明確 に され て いる か 。 


く 着 眼 点 > 
@ 各部 門 の イン セン ティ ブ (責任 分 担 ) 
@ 部 門間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン (人 事 交流 等 ) 
@ デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション 等 も 見 据え た IT シス テム 面 の カル チャ ー 変 
革 (挑戦 する 文化 の 醸成 、 ア ジャ イル 開発 の 導入 、 先 端 人 材 の 採用 等 ) 等 


|【 ベ スト プラ クティ ス に 向け た 視点 】 


く 参 考 視点 > 

@ [戦略 を 実現 する た め に 、 全 社 レ ベル (横断 組織 、 R&D、 IT 子会社 、 外 部 委託 先 
を 含む ) で 最適 な 役割 ・ 責 任 を 設計 し て いる 。 

@ ビジ ネス 部 門 と シス テム 部 門 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 強 化 (機能 配置 、 人 事 交流 
等 ) を 通じ て 、 双 方 の 信頼 関係 が 構築 され て いる 。 

e I「・ デ ジタル 人 材 が 能力 を 十 二 分 に 発揮 する 環境 整備 に 積極 的 に 取り 組ん で い 
る 。 

@ IT 戦略 の 実現 に 適し た 文化 の 醸成 に 取り 組ん で いる 。 


【 参 考 事例 】 
く 先 行事 例 > 


ビジ ネス 部 門 と シス テム 部 門間 の 連携 強化 を 目的 と し て 、 シ ステ ム 単 位 等 で 両 
部 門 の 役割 と 責任 を 明確 化 、 ビ ジネス 部 門主 導 に よる IT 活用 強化 

ビジ ネス 部 門 に 1T 活用 が で きる 人 材 を 、 シ ステ ム 部 門 に 営業 の 発想 を 持て る 人 
材 を 、 そ れ ぞ れ 育 成 し て いく 観点 か ら 、 相 互 の 人 事 交流 を 実施 

デジ タル 先端 人 材 の キャ リア 採用 、 地域 の 団体 等 と 連携 し た IT 人 材 の 定期 採用 
経営 陣 の 失敗 談 の 公表 や 失敗 を 座れ ず チ ャ レン ジ す る 文化 の 醸成 

IT・ デ ジタル 専門 子会社 で アジ ャ イル 開発 等 の 取組 み 

ビジ ネス 部 門 が 主体 と な り 、IT に 関す る 情報 共有 や 活用 方 針 に つい て の 議論 を 
行い 、PoC 案件 の 選択 ・ 合 意 を 行う 枠組 み を 設置 

デジ タル 人 材 育成 の た め 、 大 手 デ ジタル プラ ッ ト フ ォ ー マ ー な ど と も 人 材 交流 


く 課題 事 例 > 


ビジ ネス 部 門 と シス テム 部 門間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン や 信頼 関係 が 不足 し 、 シ 
ステ ム 開 発 プ ロジ ェクト の 長期 化 や 見 直し を 繰り 返し て いる 


e ビジ ネス 部 門 と シス テム 部 門 の 人 事 交流 や ビジ ネス 部 門 内 で IT シス テム が 分 


か る 人 材 の 育成 と いっ た 取組 み が キ ャ リア パス と 結び 付い て いな い 


e デジ タル 化 に 対し て シス テム 部 門 が 過度 に 保守 的 に な っ て いた り 、 シ ステ ム 部 


門 が コス ト セ ンタ ー と し か 認識 され な い 


e IT 戦略 を 支え る カル チャ ー 変 革 ( 失 敗 を 恐れ な い 文 化 の 醸成 、 ア ジャ イル 開発 、 


先端 人 材 の 採用 等 ) を 目標 に 掲げ て いる が 、 具 体 的 に 取り 組め て いな い 


④ 最適 化 さ れ た 「IT リソー ス (資源 管理 ) 」 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 

く 考 え 方 > 
IT リソー ス ( ヒ ト 、 モ ノ 、 カ ネ ) が IT 戦略 に 基づき 配分 され 、 最適 化 が 図ら れ て い 
る か 。 

く 着眼 点 > 


@ (ヒト ) 新 技術 の 導入 等 も 担える IT 人 材 の 育成 
@ (モノ ) クラ ウド サー ビス 等 に よる 既存 シス テム の 最適 化 、 新 技術 の 導入 
@ (カネ ) 戦略 的 な 投資 の 比重 ・ 変 化 の 状況 等 


【 ベ スト プラ クティ ス に 向け た 視点 】 


く 参 考 視点 > 

@ (ヒト ) 中 長期 的 な IT 戦略 や IT 投資 案件 の 実現 に 必要 な スキ ル を 明確 に し た 
うえ で 、 人 材 を 確保 ・ 育 成 計 画 を 策定 し て いる 。 

@ (ヒト ) 経営 幹部 候補 を 戦略 的 に シス テム 部 門 へ 配置 する な どの 人 事 施策 、 キ ャ 
リア バス を 明確 に し て いる 。 

@ (モノ ) IT 戦略 を 支え る 上 で 、 新 た な IT・ デ ジタル 技術 等 に 機動 的 に 対応 で き 
る アー キテ クチ ャ の 採用 な ど 、IT シス テム の あり 方 を 検討 し て いる 。 

@ (モノ ) 効率 的 に 維持 ・ 運 営 で きる IT シス テム の 構築 ・ 整 備 に 向け て 継続 的 な 


取組 み を 行っ て いる 。 
@ (カネ ) IT 戦略 に 照ら し て 、 機 能 ・ サ ービス ・ 運 営 等 の 面 か ら 適 切な IT コスト 


に な っ て いる か な ど 、 継 続 的 に 検証 し て いる 。 
@ (カネ ) IT 戦略 を 実現 する うえ で 、 戦略 的 な IT 投資 と 保守 ・ 維 持 す る た め の IT 
投資 は 適切 な も の と な っ て いる 。 


【 参 考 事例 】 
く 先 行事 例 > 


(ヒト ) 

@ 新 技 術 や グロ ー バ ル へ の 対応 、 ス キル 継承 、 内 製 化 推進 等 を 目的 に IT 人 材 育成 
専門 組織 の 創設 、 キ ャ リア パス の 明確 化 

@ スマ ホ ア プ リ に つい て 機動 的 な サー ビス 展開 の た め 、 協 力 会 社 か ら 社 内 人 材 に 
ノウ ハウ 等 の 引継 ぎ を 受け て 、 短 期間 で 内 製 化 を 実現 ( 令 和 2 事務 年 度 追加 ) 








(モノ ) 

e コス ト 削 減 や 中 長期 的 な 生産 性 向上 を 目的 と し た API や プラ イベ ー ト クラ ウド 
の 活用 

e 既存 イン フラ の 最適 化 を 目的 と し た 各種 シス テム 基盤 の 集約 、 他 行 と 周辺 シス 
テム の 共同 開発 の 検討 

e IT 資産 に 係る 最新 の 価格 情勢 を 収集 ・ 把 握 す る こと で 、 ベ ペン ダー と の 価格 交渉 
力 を 強化 


@ アジ ャ イル 開発 等 の 新た な 技術 ・ 手 法 を まず は 実際 に 活用 し 、 得 られ た 知見 で よ 
り 大 規模 ・ 高 難易 度 な 活用 に 広げ る な どの 好 循 環 を 生み 出す 態勢 を 構築 


(カネ ) 

e シス テム 維持 ・ 制 度 対応 案件 を 抑制 する 一 方 で 、 戦 略 的 な 投資 案件 の 強化 

@ 毎年 固定 的 に 発生 する 保守 費用 に つい て 、 シ ステ ム 費 用 削減 を 目的 に 第 三 者 に 
よる 妥当 性 の 検証 、 作 業 内 容 に 応じ た 支払 と な る よう 保守 契約 の 見 直し 











く 課題 事 例 > 


(ヒト ) 

e 組織 ・ 戦 略 的 に 経営 陣 の IT リテラ シー を 高め る 取組 み を 実施 で き て いな い 

e シス テム 共同 化 等 に に る シス テム 部 門 の 縮小 に 伴い 、 次 世代 を 担える IT 人 材 の 
育成 が 十分 に 行わ れ て いな い 

e IT 戦略 に 整合 し た IT 人 材 に 必要 な スキ ル や 知識 を 評価 する 仕組 み が な い 


(モノ ) 
@ パブ リッ ク ク ラ ウド の 積極 的 な 活用 を 掲げ て いる も の の 、 ク リティ カル な 業務 
へ の 活用 に まで 踏み 込ん だ 検討 が で き て いな い 








(カネ ) 
e シス テム 更改 案件 や 維持 案件 ・ 制 度 案件 等 へ 優先 的 に 予算 配 虹 され 、 戦 略 的 な 
投資 へ 配 賊 する 余裕 が な く な っ て いる 
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⑤ 企業 価値 の 創出 に 繋が る 「IT 投資 管理 プロ セス 」 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 


く 考 え 方 > 
企業 価値 の 創出 に 繋が る 戦略 的 な IT 投資 が 行わ れ て いる か 。 また 、 IT 投資 に 対す 
る 効果 評価 を 含む PDCA が まわ っ て いる か 。 


く 着眼 点 > 
e IT 投資 案件 の 事前 審査 と 事後 チェ ッ ク 
@ 個別 案件 だ け で な く 、 中 長期 に 重要 な IT 投資 を 行う 視点 (評価 手法 の 確立 ) 等 


| 【 ベ スト プラ クティ ス に 向け た 視点 】 


く 参 考 視点 > 

@ 企業 価値 の 創出 に 繋が る IT 投資 を 実現 する た め に 、1T 投資 管理 プロ セス を 整備 
する と と も に 、 必 要 に 応じ て 見 直し て いる 。 

@ IT 戦略 に 沿っ た IT 投資 案件 の 優先 度 の 考え 方 な ど 、IT 投資 可否 を 判断 する 基 
準 等 を 明確 に し て いる 。 

@ IT 投資 案件 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 効果 測定 を 行う と と も に 、 継 続 的 な 事後 チェ 
ッ ク ( 未 達成 の 場合 の 見 直し 基準 を 含む ) を 行っ て いる 。 

@ 採算 性 だ け に 捉 わ れず 中 長期 的 に 重要 な IT 投資 を 行う た め の 評 価 手法 を 確立 し 
て いる 。 
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【 参 考 事例 】 


< 先行 事例 > 


デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション 案件 等 は 、 ス モー ルス ター ト を 前 提 に 、 一 定 
金額 枠 内 で 担当 部 に 権限 委譲 

投資 効果 (ROI*) の 見 積 ・ 測 定 を 行い 、 測定 結果 を も と に サー ビス の 撤退 ・ 縮 小 ・ 
改善 の 判断 を 実施 


e シス テム の 利用 実績 を 基 に 機能 の スリ ム 化 や 帳票 削減 を 継続 的 に 実施 


戦略 案件 や デジ タル トラ ンス フォ ー メ ーション 案件 の 場合 は 、 通 常 案 件 と 同様 
の 投資 判断 プロ セス と し な が ら も 、ROI 以外 の 定性 評価 を 重視 し て 都度 判断 を 実 
施 

既存 シス テム の 保守 期限 切れ 等 に 際 し て 、 単 純 な 更改 ・ 更 新 は 認め な い 方 針 を 徹 
底 し 、 機 能 の 強化 や スリ ム 化 等 の 検討 を 実施 

採用 を 見 送っ た IT 投資 案件 に つい て 、 そ の 理由 含め て 一 元 管理 し 、 環 境 変化 等 
に 応じ て 適時 採否 の 見 直し を 実施 

グル ー プ 全体 で プロ グラ ム の うち 業務 フロ ー の 処理 な ど 共 用 可能 な 部 分 等 の 共 
有 化 を 徹底 し 、IT 投資 回 収 期 間 を 短縮 化 


く 課 題 事例 > 


投資 に 係る 効果 測定 の 実施 を 規定 等 に 定め て いる が 、 継 続 的 な 効果 測定 を 実施 


効果 が 出 ず 改善 も 見 込め な い 案 件 等 は 、 シ ステ ム の 廃棄 を 含め 対応 を 検討 する 
こと を 明文 化し て いる が 、 廃棄 し た 実績 は な い 

短期 的 に ROI に 繋が ら な い IT 案件 の 採否 に お いて は 、 起案 者 の 説得 力 に 左右 さ 
れ て し まい 、 必 ず し も 金融 機関 の 経営 戦略 や 今後 の 目指 ナビ ジネス モデ ル 等 に 
直接 結び つい て いる 案件 ば か り で は な い 

採用 され て いる IT 投資 案件 に つい て 、 短期 間 で 着実 に 定量 的 目標 を 達成 で きる 


営業 効率 化 を 目的 と し て 新た に 顧客 管理 シス テム を 導入 し た が 、 将 来 に わた る 
具体 的 な 活用 が 見 据え られ て お ら ず 、 適 切な 効果 が 得 ら れ て いな い 
投資 効果 の 検証 に つい て 、 資 産 計 上 の 妥当 性 の み を 基準 と し 、 本 来 確認 すべ き 業 





e 
し て いな い 
° 
° 
@ 
案件 が 中 心 と な っ て いる 
e 
@ 
務 面 が 考慮 され て いな い 
! 「ROI」 と は 、 


Return On Investment (投資 利益 率 ) の 略 
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⑥ 適切 に 管理 され た 「IT リス ク 」 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 
く 考 え 方 > 
IT リスク に つい て 、 新 技術 未 導入 に よる 機会 損失 も 含め て 、 検 討 さ れ て いる か 。 


く 着眼 点 > 
@ 新 技術 を 導入 し な いこ と に よる 機会 損失 リス ク の 見 極め 等 


1【 ベ スト プラ クティ ス に 向け た 視点 】 


く 参 考 視点 > 
@ IT リス ク の 対象 範囲 に 、 新 技術 を 看過 する な ど 不 作為 に より 生じ る リス ク を 含 
め て いる 。 


@ IT 戦略 の 実現 に 向け て 、 適切 な IT リス ク を 管理 する た め に 、 新た な IT・ デ ジ タ 
ル 技 術 の 利 活用 に つい て 、 継 続 的 に 検討 する 仕組 み を 設け て いる 。 




















? ここ で は 、 例え ば クラ ウド 等 の 新た な サー ビス の 利用 は 、 短期 的 に は シス テム 更新 の コス ト や セキ ュ リ ティ 面 を 











含む 従来 と 異な る 外部 委託 管理 が 必要 に な る と いっ た オペ レー ショ ナル ・ リ スク が ある 一 方 、 中 長期 的 に は 、 ラ ン 
ニン グ コ スト の 削減 や BCP (事業 継続 計画 ) 面 で の 強 勅 性 と いっ た 面 で の メリ ッ ト も 考え うる 。 こ れ ら へ の 適切 な 
目配り が な され な いこ と で 、 将 来 的 に 得 ら れる メリ ッ ト を 人 逸失 し て し まう お それ と し て 「 リ スク 」 と 表現 し て い 
IT リス ク は 、 形 式 的 に 、 定 量 的 な 測定 や 、 投 資 判 断 時 の 評価 項目 へ の 追記 を 行う と いう より も 、 実 質 的 に 検 
・ 判 断 に お いて 意識 され る べき も の と 考え られ る 。 















































































































































半 
© 
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【 参 考 事例 】 


く 先 行事 例 > 
e 経営 全般 を 取り 巻く リス ク 事 象 の ー つ と し て 、「 新 技術 に 対応 し な いこ と 」 を リ 
スク と し て 洗 出し 、 リ スク 低減 に 向け た 対応 策 や 対応 後 の 残存 リ スク に つい て 
も 議論 
e 自社 が 新 技術 を 採用 し な いこ と で 、 環 境 変化 に 機動 的 に 対応 で きず 、 新 技術 を 武 
器 に し た 新た な ブ プレー ヤー に 顧客 を 奪わ れる リス ク を 認識 し 、 新 技術 の 活用 ・ 
競合 へ の 対抗 策 を 検討 


く 課 題 事例 > 
@ IT 投資 に 対す る リス ク 評 価 の 一 環 と し て 、 具 体 的 に 新 技術 等 を 用 いな いこ と の 
機会 損失 に つい て は 検証 し て いな い 
@ ベン ダー と の 契約 更改 に あたり 、 デ ィ ス カウ ント を 目的 に 長期 契約 と し て いる 
が 、 環 境 変 化 に 応じ た 新 技術 を 採用 で き な い リス ク 等 を 比較 検証 し て いな い 
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(その 他 ) 共同 セン ター に 対す る IT ガバ ナン ス 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 


く 考 え 方 > 
自社 独自 の IT 戦略 を 構築 し 、 自 社 が 主体 と な っ た IT ガバ ナン ス が 構築 され て い 
る か 。 また 、 共同 セン ター の 規模 ・ 特 性 に 応じ て 、 加盟 各行 と 連携 し て 共同 セン タ 
ー の 戦略 ・ 方 向 性 ・ コ スト 等 を 主導 的 に 構築 し て いる か 。 


く 着眼 点 > 
@ 自社 が 主体 と な っ た IT ガバ ナン ス 
@ 共同 セン ター の 戦略 ・ 方 向 性 ・ コ スト 等 の 構築 等 


【 参 考 事例 】 


く 先 行事 例 > 

@ 他 の 共同 セン ター に 移行 し た 場合 の 効果 等 を 調査 ・ 研 究 し 、 加 回 し て いる 共同 
セン ター 側 を 牽制 。 コ スト 削減 や サー ビス レベ ル の 向上 に も 寄与 

@ 共同 セン ター の 加盟 行間 で 情報 を 共有 し 、 共 同化 範囲 を 拡充 

@ 次 世代 基幹 シス テム を 構想 する に あたり 、 現 行 ベ ンダ ー に 拘ら ず 、 あ ら ゆ る 選択 
肢 を 除外 する こと な く 人 検討 

@ 次 世代 基幹 シス テム の 契約 締結 に あたり 、 長 期 契約 に よる リス ク を 回 避 す る た 
め 、 新 技術 の 柔軟 な 組 換え や サー ビス 内 容 の 定期 見 直し な どの 契約 条項 を 追加 

@ スマ ホ ア プ リ 等 を 通じ た トラ ン ザ クシ ョ ン 量 の 増加 に 伴い 、 加 盟 行 が 主導 し て 
共同 セン ター の 料金 体系 の 見 直し (従量 制 か ら 固 定 制 な ど ) を 推進 ( 令 和 2 事務 
年 度 追加 ) 


< 課題 事例 > 
e 共同 セン ター 中 途 解 約 時 の 違約 金 が 戦略 的 な 共同 セン ター の 選択 に 影響 
@ 加盟 行間 で 定期 的 に 情報 共有 し て いる が 、 共 同 セ ンタ ー の ネッ トワ ー ク を 活か 
せ て いな い 
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(その 他 ) グロ ー バ ル に ビジ ネス を 行う 金融 機関 の グロ ー バ ル IT ガバ ナン ス 


【 考 え 方 ・ 着 眼 点 】 

ぐ 考 え 方 > 
海外 事業 の 進展 状況 に 伴っ て 、 グ ルー プ ・ グ ロー バル の シナ ジー を 最大 化す る た め 
に 、IT ガバ ナン ス を 適切 に 発揮 し て いる か 。 


く 着眼 点 > 
@ 国内 ・ 海 外 グ ルー プ 会 社 の リソー ス ・ 知 見 を フル 活用 で きる IT 組織 体制 
@ 海外 展開 の 進展 に 合わ せ た 実 効 性 の ある IT 戦略 の 立案 ・ 推 進 ・ モ ニタ リン グ 
@ 海外 グル ー プ 会 社 の IT 管理 ・ 運 営 態 勢 の 把握 、 リ スク の 把握 、 リ スク に 応じ た 
適時 適切 な サポ ー ト 等 


【 参 考 事例 】 


く 先 行事 例 > 

@ 国内 ・ 海 外 の 中 核 グ ルー プ 会 社 の CIO 等 か ら な る 委員 会 を 組成 し 、 同 委員 会 
中 心 と し て グル ー プ 全体 の シナ ジー を 高め る た め の グ ルー プ IT 戦略 ・ 施 策 の 立 
案 ・ 施 策 の 実行 ・ 評 価 を 継続 的 に 実施 

@ ボリ ュー ム デ ィ ス カウ ント に 留まら ず 、 グ ルー プ ・ グ ロー バル で 優位 な 条件 で 交 
渉 が 可能 な 調達 先 を 定め 、 計 画 的 ・ 戦 略 的 な 調達 を 実施 

@ グル ー プ ・ グ ロー バル 各社 の IT ガバ ナン ス ・IT 管理 運営 態勢 の 成熟 度 を 評価 す 
る と と も に 、 各 社 の シス テム プロ ジェ クト の リス ク 評 価 を 行い 、 成 熟 度 と リス 
ク を 掛け 合わ せ て 個 社 ご と の レベ ル に 応じ て 優先 支援 を 実施 する こと で 、 適 切 
に 機能 を 発揮 


























く 課 題 事例 > 
@ グロ ー バ ル 組 織 体制 の 変更 に あたり 、 体 制 変更 後 の IT ガバ ナン ス を どの よう に 
効か せ て いく の か に つい て 検討 が な され て いな い 








以上 
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